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ローアウト骨折に対するレトロセプタル経結膜アプロチによる治療の検討．第19回九州昭和大学形
成外科同門会学術集会．2016，2，27．第19回九州昭和大学形成外科同門会学術集会抄録集 8．

2 上村哲司，Joseph Mills，Hollier Larry：サバティカル海外研究 その2，米国テキサツ．第100回
九州・沖縄形成外科学会学術集会（ポスター）．2016，3，12．第100回九州・沖縄形成外科学会学
術集会抄録集 35．

3 上村哲司，Tukiainen Errki：サバティカル海外研究 その1，ヘルシンキ大学．第100回九州・沖
縄形成外科学会学術集会（ポスター）．2016，3，12．第100回九州・沖縄形成外科学会学術集会抄
録集 35．

4 中馬隆広，菊池 守，上村哲司，安田聖人，楊井 哲，原田慶美，森川 綾，藤井達哉：足関節背
屈制限をもつ糖尿病性足底難治性潰瘍に対して腓腹筋腱切離術を行い改善した1例．第100回九州・
沖縄形成外科学会学術集会．2016，3，12．第100回九州・沖縄形成外科学会学術集会抄録集 25．

5 安田聖人，藤井達哉，中馬隆広，菊池 守，成澤 寛，上村哲司：医療従事者の手背放射線皮膚炎
から生じた有棘細胞癌の3例．第100回九州・沖縄形成外科学会学術集会．2016，3，12．第100回
九州・沖縄形成外科学会学術集会抄録集 35．

6 上村哲司：足病変に対する新しい集学的治療．日本医療マネジメント学会第15回九州・山口連合大
会（シンポジウム3）．2016，9，16‐17．日本医療マネジメント学会第15回九州・山口連合大会抄
録集 45．

7 永野義博，竹内千洋，森川 綾，原田慶美，楊井 哲，安田聖人，上村哲司：犬咬創による複数趾
欠損の一例．第102回九州・沖縄形成外科学会．2016，10，15．第102回九州・沖縄形成外科学会抄
録集 25．

8 竹内千洋，永野義博，森川 綾，原田慶美，楊井 哲，安田聖人，上村哲司：Chiari Ⅰ型奇形を合
併したメルセデスベンツ症候群の1例．第102回九州・沖縄形成外科学会．2016，10，15．第102回
九州・沖縄形成外科学会抄録集 30．

9 安田聖人，永野義博，竹内千洋，森川 綾，上村哲司，古川浩二郎，森田茂樹，樋渡 敦，挽地
裕：佐賀大学病院下肢救済チームによる遠位バイパス症例の検討．第5回日本下肢救済・足病学会
九州・沖縄地方会．2016，10，29．第5回日本下肢救済・足病学会九州・沖縄地方会抄録集 23．

その他の学会
1 菊池 守：適切な外用薬の使用方法とドレッシングの選択．第22回佐賀実践フットケア研究会アド
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職 名 氏 名 補助金（研究助成）等の名称 種 目 研 究 課 題 等 交付金額
（千円）

准教授 上村 哲司 科学研究費助成事業 基盤研究C 糖尿病足病編における荷重圧分散を考
慮したモジュール化した靴の開発

1，690
（140）

※（ ）は繰越金で外数

バンス研修会．2016，1，16．
2 菊池 守：糖尿病足病変に対する予防的手術とは？．第1回糖尿病足病変手術研究会．2016，1，

13．
3 菊池 守：糖尿病・透析・高齢者の足とどう向き合うか．第14回熊本県南実践フットケア研究会（水

俣）．2016，2，2．
4 菊池 守：糖尿病・透析・高齢者の足とどう向き合うか．第15回熊本県南実践フットケア研究会（人

吉）．2016，3，1．
5 菊池 守：糖尿足病変に対する予防的手術．第25回神戸 Podiatry ミーティング～下肢の創傷治療

を考える会～．2016，2，7．
6 安田聖人：創傷治癒と DESIGN‐R．2016年日本褥瘡学会公認九州・沖縄地方会教育セミナー（講

演）．2016，4，30．
7 上村哲司：創傷の病態と治療（下肢創傷の病態と治療 下肢創傷の予防的・治療的ケア）．平成28

年度（第9回）皮膚・排泄ケア認定看護師教育課程講義．2016，7，7．
8 上村哲司：下肢慢性創傷治療におけるリハビリテーションスタッフの役割．第2回下肢慢性創傷の

予防・リハビリテーション研究会（基調講演）．2016，5，28．
9 上村哲司：足病変に関連する疾患と治療．第9回フットケア指導士認定セミナー．2016，6，5．
10 上村哲司：足病変に関連する疾患と治療．第9回フットケア指導士認定セミナー．2016，10，10．
11 上村哲司：サバティカル研究生活と臨床研究―北欧と米国―．高知形成外科医会（特別講演）．2016，

7，9．
12 上村哲司：救肢を目的とした足病変に対する集学的治療．第94回地域連携学術講演会 救肢プロ

ジェクトチーム講演会（特別講演）．2016，10，19．
13 上村哲司：糖尿病性足病変の分類と歴史から何を学ぶべきか？～日本の下肢救済の今後を考える‼

～．第15回京都府立医科大学形成外科集談会（特別講演）．2016，10，22．

研究助成等
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